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研究成果の概要（和文）：アルコール・薬物使用状況をセルフモニタリングするスマートフォンアプリを開発
し、アルコール使用の減少、行動変容の促進、援助希求行動の促進、QOLの向上を指標にランダム化比較試験
（RCT）で有効性を検証した。また、セルフモニタリングアプリによりアルコール・薬物使用に関連するデータ
を、ウェアラブル活動量計によりウェアラブル端末で生理学的・行動的データを収集し、それらのデータを統合
し、アルコール・薬物使用前後の心拍数、睡眠、運動等の傾向を分析した。

研究成果の概要（英文）：We developed a smartphone application for self-monitoring alcohol and drug 
use. Its effectiveness was assessed with a randomized controlled trial (RCT) using the following 
indicators: reduction in alcohol use, promotion of behavioral change, promotion of help-seeking 
behavior, and improvement in quality of life. We collected data on alcohol and drug use using the 
self-monitoring app and physiological and behavioral data using the wearable activity device. We 
integrated these data and analyzed trends in heart rate, sleep, and exercise before and after 
alcohol and drug use.

研究分野：精神看護学

キーワード： 物質使用障害　mhealth　セルフモニタリング　ウェアラブルデバイス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日常生活におけるアルコール・薬物使用の状況やその前後の身体的・行動的データを計測し分析したことによ
り、物質使用の背景や引き金、物質使用による心身の状態や行動面への影響を詳細に明らかにすることができ
た。今後は、機械学習等を用いてデータ分析を追加し、個別のフィードバックや介入を開発する。医療に繋がっ
ていないアルコール・薬物使用問題がある方が、アプリ等を通してセルフマネジメントに取り組みながら問題解
決ができる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
アルコールや薬物の乱用・依存が、世界各国で公衆衛生上の問題となっている。アルコール・
薬物の乱用・依存は、その問題を持つ人自身の健康被害や社会経済的問題にとどまらず、家族へ
の精神的・経済的負担、医療費などにかかる社会的コストの負担を増大させる。しかしながら、
アルコール・薬物に関する問題を有する人は、社会的スティグマ（一般市民や医療者からのステ
ィグマ）を懸念し、治療につながりにくいことが世界各国の研究から明らかになってい。わが国
ではアルコール・薬物使用障害に該当する者のうち精神科で治療を受けている者はわずか 3.6%
しかおらず、潜在的治療ニーズと実際に提供される治療には大きな隔たりがあり、医療機関にお
いて継続して治療を受ける人は限られる。そのため、治療を受けていない人に対する行動変容を
促す介入が不可欠である。 
治療につながっていないアルコール・薬物使用者にアプローチする手段として、また、通常の
対面治療を補完する目的でウェブアプリやスマートフォンアプリが世界各国で開発されている。
スマートフォンアプリなどの ICT を活用した治療的介入のメリットは、匿名性、スティグマへ
の不安軽減、プライバシーの保護、時間や場所に依存しない高いアクセス性であり、この方法は
治療を受けることが少ないアルコール・薬物使用者に対して適切な手段と言える。アルコール・
薬物使用問題からの回復には年単位の時間を要することが多いため、継続的なセルフマネジメ
ントが必要となるが、実証研究によりその有用性・有効性が確認されているスマートフォンアプ
リは限られている。さらにわが国においては、アルコール・薬物使用問題に対する治療的スマー
トフォンアプリは開発されておらず、研究が進んでいない。 
セルフマネジメントにおける主要な手法にセルフモニタリングがある。セルフモニタリング
は、様々な行動変容を促す手法の中で介入負荷が少ない手法であり、アルコール使用低減におけ
る介入効果が大きかったとの報告がある。世界各国で開発されたアルコール使用低減を目的と
したスマートフォンアプリ介入プログラムの 54％がセルフモニタリング機能を有しており、汎
用性が高い手法であると言える。セルフモニタリング機能を有したスマートフォンアプリは幅
広い層のアルコール・薬物使用者に対するアプローチを可能にし、利用者の負担を抑えつつ行動
変容を促す手法として適していると考えられる。本研究の学術的問いの 1 つ目は、セルフモニ
タリングを主とするスマートフォンアプリがアルコール・薬物使用者の行動変容に有効・有用で
あるかである。 
セルフモニタリングが行動変容に有効な手法であることは明らかであるが、行動変容の動機
づけが十分ではない者においては、セルフモニタリングそのものを継続することが困難となる
可能性がある。対面治療では対象者の状況に応じて適切なフィードバックを行い、対象者の動機
づけや行動変容を促す工夫が提供されているが、アプリでは対象者個々の状況に応じて適切な
タイミングに適切な内容のフィードバックを提供するのが難しい。そこで、ウェアラブル機器を
用いて対象者の多様な身体的・行動的データを収集し、アプリで得られた情報と合わせて人工知
能（AI）による解析に基づき対象者の行動パターンを予測するモデルを構築し、適切なタイミン
グで適切な内容のフィードバックを提供する手法を開発することとした。 
 
２．研究の目的 
治療や支援につながっていないアルコール・薬物の問題を有する人に対し介入を提供するた
めに、アルコール・薬物使用状況をセルフモニタリングするスマートフォンアプリを開発する。
このアプリの有効性を、アルコール使用の減少、行動変容の促進、援助希求行動の促進、QOLの
向上を指標にランダム化比較試験（RCT）で検証する 
 また、アプリ利用の能動的な行為だけではなく、受動的な行動観測による、より適切なフィー
ドバックを目指して、健康被害リスクの高い飲酒・薬物使用がある人を対象にウェアラブル端末
で身体的・行動的データを収集し、セルフモニタリングで収集した情報とウェアラブル機器によ
る計測情報の統合結果に基づく適切なフィードバック手法の人工知能（AI）モデルを開発する。 
 
３．研究の方法 
1） アルコール・薬物使用者を対象とした行動変容促進スマートフォンアプリ開発 
すでに研究代表者らが薬物使用者向けに開発したアプリのコンテンツに、アルコール使用者
向けのコンテンツ（飲酒状況の記録、アルコール関連問題の情報提供）を追加するし、飲酒と薬
物使用状況、飲酒や薬物使用の引き金、感情等を記録できるセルフモニタリングアプリを開発す
る。 
2） セルフモニタリングアプリの有効性評価 
① 研究対象者 
1.過去 1 年間に健康被害リスクを伴う飲酒がある者（Alcohol Use Disorder Identification 
Test：AUDIT 8～19 点に該当する者） 
2.スマートフォン所有者 
3.メールによるやり取りが可能な者 



4.20 歳以上の男女 
目標症例数は 260 名とした。調査会社にリクルートを委託し、対象者の選択基準に該当する人
を選定する。選出された候補者を対象に、オンラインで研究説明会を実施し、研究参加の意思を
電磁的に確認した。アプリ開発の段階で、アプリ内で自動的に層別ランダム化が実行される仕組
みを構築し、セルフモニタリングアプリ利用登録時に入力された性別と多量飲酒（過去 1週間に
おける 1 日当たりアルコール 60g 以上の飲酒）の有無の 2 要因により層別ランダム化を行い、
研究参加者を介入群または対照群のどちらかに割り付けた。 
② 介入内容 
介入群に割り付けられた研究対象者は、2ヶ月間セルフモニタリングアプリを利用した。セル
フモニタリングコンテンツに日々の飲酒量、日々の感情（感情マークから選択）、飲酒の引き金
を記録する。セルフモニタリングコンテンツには、セルフモニタリングに入力されたデータを月
単位で集計して表示し、可視化する機能がある。そのほかの機能として、情報提供コンテンツ、
アンケート、ステータス機能（利用状況の確認など）、設定機能がある。対象群に割り付けられ
た研究対象者は、2ヶ月間セルフモニタリングアプリを利用したが、セルフモニタリングは実施
せず、情報提供コンテンツとアンケートのみ利用した。 
③ アウトカム測定 
セルフモニタリングアプリ内に実装されたアンケートおよびセルフモニタリングに入力され
たデータを取得した。アンケートは、ベースライン、研究参加から 4週後、8週後、24週後に計
4回実施した。主要アウトカムは、介入終了直後（8週後）時点における過去 7日間の 1日あた
りの飲酒量（純アルコール換算 g）とした。副次的アウトカムは、4週後・24週後時点における
過去 7日間の 1日あたりの飲酒量（純アルコール換算 g）、介入期間中（56 日間）における飲酒
日数の群間差、断酒の継続日数、行動変容の程度（University of Rhode Island Change 
Assessment Scale (URICA)日本語版、精神的健康（GHQ 短縮）、健康関連 QOL（SF-8）とした。セ
ルフモニタリングでは、日々の飲酒量（日々の薬物使用の有無）、日々の感情（4 種の感情マー
クから選択）、飲酒（薬物使用）の引き金を記録する。このうち、日々の飲酒量（日々の薬物使
用の有無）のデータを 1日単位で取得した。 
④ 解析方法 
主解析として、介入終了直後 2 か月時点の過去 7 日間における合計飲酒量を Mixed-effects 
Models for Repeated Measures （MMRM）により解析。群 + 時点 + 群×時点のモデル化を通し
て、時点ごとの群間差を算出する。副次的解析として、1か月後・6か月後時点の過去 7日間に
おける合計飲酒量の群間差を MMRM により解析する。さらに、介入期間中（56日間）における飲
酒日数の群間差を t検定（またはウィルコクソンの順位和検定）により比較する。また、断酒の
継続の群間差を生存時間解析により解析する。介入終了直後 2か月時点における行動変容、精神
的健康、健康関連 QOL の群間差を MMRM により解析する。 
3） フィードバック手法の AIモデルの開発 
① 研究対象者 
1. 過去 1年間に健康被害リスクを伴う飲酒がある者（AUDIT：8～19 点）、または過去 1年間に
健康被害リスクを伴う覚醒剤使用がある者（Drug Abuse Screening Test：DAST-10：1～8 点） 
2. スマートフォン所有者 
3. 約 2ヶ月間 Fitbit を常時装着し、毎日セルフモニタリングアプリの記録が実施できる者 
4. 20 歳以上の男女 
目標症例数は、リクルート可能性を考慮し、60 名(飲酒者：40 名、覚醒剤使用者：20 名)とし
た。 
② 実施内容 
 Fitbit のアプリを研究対象者のスマートフォンにインストールし利用設定を行い、セルフモ
ニタリングアプリもインストールし初期設定を行ってもらった。8 週間 Fitbit を常時装着し、
日々の飲酒・薬物使用状況をセルフモニタリングアプリに入力してもらった。研究参加者の初期
設定完了後、研究遂行者がデータの連携作業を行った。研究遂行者は研究参加者がアカウント作
成に使用したメールアドレスと指定したパスワードを使用し、API 連携に必要なアクセスキーを
取得し、データを連結した。 
③ Fitbit データ計測  
研究対象者の Fitbit 装着中の心拍数、睡眠時間、睡眠の質、歩数、活動量を 1日または 1分
単位で計測した。 
④ 解析方法 
Fitbit で計測された 1日または 1分あたりの心拍数、睡眠時間、睡眠の質、歩数、活動量（以
降、「Fitbit データ」と略す）には、機器に依存したノイズや、外れ値などが存在する。このよ
うなノイズは、一般に、機械学習手法の性能を劣化させる要因となるため、事前に取り除く処理
を行った。セルフモニタリングで取得されたデータと、Fitbit データの対応付けを行った。具
体的には、セルフモニタリングで取得されたデータと Fitbit データの日時を一致させるように
して、データセットを作成した。1日単位でそれぞれのデータを可視化し、飲酒・覚醒剤使用前
後の Fitbit データのパターンを検討した。さらに、運動時の心拍数の変動を調整し、運動によ
る影響を取り除いた場合の飲酒・覚醒剤使用前後の心拍数の変動を可視化した。これらの作業に
より、AI 解析の必要性や解析手法の選択について検討した。 



 
４．研究成果 
1) セルフモニタリングアプリの有効性検証 
 COVID-19 の影響によりリクルートが後ろ倒しになったが、256 名を対象とし RCT を完了する
ことができた。今後、解析計画に沿って解析を行う予定である。 
 

2) フィードバック手法の AIモデルの開発 
 COVID-19 の影響により、病院でのリクルートが困難となり、一部の対象者については調査会
社を利用しリクルートを行った。最終的に飲酒者 36名、覚醒剤使用 13 名が研究に参加した。 
① 飲酒前後のデータ 
スマホアプリと Fitbit データを連結し、飲酒前後の心拍数と睡眠状態を可視化した。心拍数
の変動に関して、運動による影響が考えられたため、運動の影響を調整して心拍数の変動を検討
した。具体的には、運動が観測された部分の心拍数のデータを心拍数の平均値に置き換え、心拍
数の急激な変化を保存するようなフィルタリングを実施した。その結果、図 1のような結果が得
られた。睡眠についても、飲酒の影響で睡眠が変化する人としない人が混在していた。また、
AUDIT 得点でアルコール使用障害の重症度を分類し、心拍数や睡眠状態の変動について検討した。 
 

 
図 1 運動の有無を調整した飲酒前後の心拍数の変動  
※運動を考慮すると心拍数が上昇する傾向にある人の例  
（青：心拍数、赤：飲酒開始、グレー：睡眠中、オレンジ：運動） 
 
運動の影響を調整した場合、飲酒による心拍数の変動の特徴が顕著になったものの、心拍数が
上昇する傾向にある人と傾向に変化がない人が混在しており、元々アルコールによって心拍数
が上がらない人にはフィルタリングの適用が難しいと考えられた。したがって、運動以外の要因
も考慮した解析が必要であり、今後は、ADH および ALDH 遺伝子タイプ、日々の生活パターン等
を追加で調査する必要があると考えられた。また、様々な要因が飲酒行動や飲酒後の身体・行動
に影響すると考えられたため、飲酒の予測モデルや個別性を踏まえた介入を開発するには機械
学習等の手法を用いる必要があると考えられた。  
 
② 覚醒剤使用前後のデータ 
 ほとんどの参加者において、覚醒剤使用後に心拍数が急激に上昇し、運動時の心拍数の上昇を
調整しても、数時間、もしくは一晩にわたって高い心拍数が観察された。さらに、メタンフェタ
ミンを一度使用した後、数日間睡眠の乱れが観察された。 
 

 
 
図 2 覚醒剤使用が数日続いた対象者の心拍数と睡眠 
（青：心拍数、水色：覚醒剤使用開始、グレー：睡眠中） 
 
覚醒剤使用が心臓血管系と睡眠状態に及ぼす悪影響が明らかになった。今後、生理学的および
行動データを理解し、個々の行動パターンを特定することで、継続的な高レベルのストレスや心



拍数の上昇を検出した場合、ハームリダクションの位置づけとして予防行動をサポートするよ
うな、より効果的な個別介入の開発を行う。また、飲酒や薬物使用を正確に検出し、薬物使用者
の詳細な特徴に関するデータを収集するためにアプリを改訂し、より詳細分析を行うためにリ
クルートを継続する必要であると考えられた。 
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